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生野中学校区

学校設置協議会準備会 ニュース

平成30年５月８日発行 第５号

第５回準備会で意見交換されたテーマ

✎地域・PTAと連携した学校運営

前回のご質問について

生野区では、教育環境の充実、子育て環境の充実、災害に強いまちづくりを通じて、まちの活性化をめざす
「生野区西部地域学校再編整備計画」を推進しており、議論のたたき台となる「生野中学校区学校整備計
画（素案）」をもとに保護者・地域住民のみなさんと具体的な意見交換を進めています。

生野中学校区 学校設置協議会準備会（以下、「準備会」といいます）（第５回、平成30年４月18日
（水））が開催されましたので、議論内容をご報告いたします。

事務局からの説明内容

 スケジュールとしては、市営住宅13号棟の建設が平成30年春より始まり、平成31年冬に
完成の予定であり、完成し次第、生野東４丁目南側の府営住宅からの転居を行います。転
居が完了後、府営住宅の解体を行い、解体終了後に市営住宅があるエリアの東・南・西側
に10ｍ幅員の道路を建設するという予定です。

生野小学校の北側を東西に走る道路（河堀口舎利寺線）の生野東４丁目１番周辺は、今後団地
が建つので10ｍ幅の道路ができ、一方通行から交互通行になる予定と聞いている。
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地域・PTAと連携した学校運営

事務局からの説明内容

 現在、学校運営にあたって、地域・PTA等の協力により、子どもたちに多様で貴重な経験
をする機会を作っていますが、新たな学校において、そのような取組をどうしていくか、
教育内容に関わるものも含め、今後各学校長および教育委員会事務局を中心に検討を進め
ていく予定としています。

 検討を進めるにあたり、将来的には学校設置協議会の場で、学校・教育委員会事務局の検
討経過を説明しながら、地域・PTAの方と一緒になり具体的な意見交換を進める予定です。

 今回の準備会では、これまでの地域・PTAと連携した学校運営の取組内容について、継続
して残すべきもの等についての意見交換を行うため、テーマ設定をしています。

※現在、学校の授業の枠組みのなかで地域・PTAの協力のもと取り組んでいる学校運営の活動
です。

林寺小 生野小 舎利寺小 西生野小
見守り隊お礼式 見守り隊紹介（4月） 見守り隊セレモニー

全学年（3月） 見守り隊お礼 全学年（3月）

防災訓練＊ 防災訓練＊ 防災訓練＊ 防災訓練＊

全学年（9月） 全学年（1月） 全学年（6月） 全学年（11月）

連合振興町会 連合振興町会 連合振興町会 連合振興町会

安全マップ作り

3年生（6月）

はぐくみネット

餅つき大会 餅つき大会・生涯学習フェスティバル＊ 餅つき大会＊ サマーフェスティバル＊

全学年(12月） 全学年（1月） 全学年（1月） 全学年（6月）

まちづくり協議会・連合振興町会 まちづくり協議会・はぐくみネット ＰＴＡ・はぐくみネット ＰＴＡ・連合振興町会など

クラブ活動 ふれあい授業＊ ゲストティーチャー＊

4・5・6年生（通年） 全学年（11月） 全学年（1月）

ＰＴＡ・はぐくみネット はぐくみネット・校友会 ＰＴＡ・はぐくみネット

100円商店街 100円商店街 100円商店街

5・6年生（5月） 3･5年生（10月） 5年生（5月）

地域４商店街 地域４商店街 生野本通商店街

地域清掃 地域清掃 クリーンピック

全学年(11月） 4年生（5月）､全学年（11月） 5年生（11月）

地域清掃団体、連合振興町会 連合振興町会・ＰＴＡ

喫茶「よりみち」 グラウンドゴルフ＊ ありがとう集会

6年生（2月） 全学年（2月） 4年生（1月）

食事サービス グラウンドゴルフクラブ 連合女性部

若葉まつり

3･4年生（5月）

デイサロンネットワーク委員会

老人会お誕生日会

1･2年生（6･11月）

老人会

＊は土曜授業

ゲストティーチャー

商店街体験

地域清掃

地域との交流

見守り隊

防災訓練

安全マップ作り

体験学習

現在の取組
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準備会の進め方について

★ 資料の内容が過去・現在の取組に関する情報のみで、今後の新たな提案がない。

★ 現在は「子どもの○○の力を高めたいので、△△の形での協力をお願いしたい。」といった形で、基本的に
は学校が地域に投げかけて、地域が協力をするという進め方が中心であるので、新たな学校の校長等の
希望に応じて、地域ができることを出す形の方が議論しやすい。どのような形で協力を進めるかは、次回の
準備会で意見交換される跡地の活用にも関わり、各地域で異なるものであると考えられる。

地域・PTAと連携した学校運営についてのご意見 【★】いただいたご意見等

★ 何をもって合意とするのか？書面を交わすのか？

行政

書面の形はとりません。
教育委員会において、学校の統廃合を進めるうえでの進め方の指針があり、第１段階として教
育委員会が主体的に進めるべき校区等の課題について地域・保護者の理解・協力が得られる
状態となったこと、第２段階として統合協議会において開校時期や学校名等が決まったときを
最終合意としています。今後、学校整備計画（案）となった際に説明会を実施し、準備会か
ら協議会に移行することをもって、第１段階の合意となります。

行政

本日の資料では、新学校での地域・PTAと連携した学校運営のビジョンが入っていませんでした
が、各学校の良いところや特色には学校の取組・地域の協力が反映されており、これまでの学校
間連携のあり方にも関わってくるものです。今後、各学校の良いところや特色にも視点を置いて、
学校とも調整し、たたき台として意見をいただき練り直していけるような形で提示していきます。

準備会の進め方に関するご意見 【★】いただいたご意見等

行政
現在、教育環境の整備に際して、安全面に関する不安等の課題について解決する
ため、様々なご意見をいただく場として準備会を設置し、意見交換を行っている
ところです。基本的に再編をしないという選択肢は無く、説明会等でお伝えして
いるように、最終的には教育的な判断をさせていただきたいと考えています。

★ 区長の判断で西生野小学校地での再編を早急に決定できないのか。決まった内容について、
例えば通学路の安全対策をどうするかといった具体的な協議を進めるという方法もあるので
はないか。実際に再編となった際にどこまで地域が協力できるかという点もあるが、子ども
のための取組であれば、再編に反対していたから何も協力しないという大人がいるのか。

★ 地域では、賛成・反対という意見よりも、これからできる新たな学校が現在の学校よりも
どのように良くなるのかという疑問が中心であり、その疑問や不安に対する答えが十分に
返ってきていない印象がある。西生野小学校地での再編が決定したわけではないが、新た
な学校の配置図や開校までのスケジュールが出ており、決まったものに向けてレールに
乗って進んでいるように映り、今の進め方で良いのかという疑問を感じる。

行政

大阪市としては、小規模校の現状が、子どもたちにとって課題がある教育環境であ
るという認識のもと、学校再編整備は必ず進めなければならないものと考え、今回
の提案に至っています。具体案がないなかでは議論を進めることも難しいというこ
とで、現状ベストと思われる案を提示しており、全てが決まったわけではないです
が、子どもたちの教育環境の改善のために取組を進める必要があると考えています。
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学校再編に関する情報は生野区ホームページでも
ご覧いただけます。

準備会の進め方に関するご意見 【★】いただいたご意見等

発行
生野中学校区
学校設置協議会準備会 事務局
(生野区役所 地域まちづくり課)
電話：06-6715-9920

第５回での確認事項
 次回の「準備会」は、５月16日（水）19時より、生野区役所にて実施する。

 次回のテーマは「跡地活用」

 次回のオブザーバーは、４小学校区それぞれ３名を定員とし計12名までとする。

 事務局は、学校再編前の取組、通学路の安全確保、地域・ＰＴＡと連携した学校運営に関する内容
について整理し、改めて準備会にてお示しする。

行政

体験学習やゲストティーチャーといった取組は、再編によってさらに効果的にで
きるものと考えられるので、議論を深めていくべき内容です。生野区がめざす子
ども像については、「生野の教育」という形でイメージを出しており、これを具
現化・具体化していくこととなります。ただし、どのような学校にするかは、地
域の伝統や各々の子どもたちの実態や課題のなかで、地域・保護者等と協力し、
現有の教職員を活かして、実際の学校現場で作り上げていく面もあります。

★ 「生野の子どもをこうしたい、その結果まちがこうなっていく、次世代が生野に住みたい
と思えるような教育の特区・環境をつくりたい」というビジョンを示してほしい。

★ 何年か後にできるという小中一貫校のあるべき姿が見えにくい。子どもたちにとって最善
のあるべき姿を示し、それに向けた問題点を出し尽くして、話し合って片づけたうえで、
小中一貫校に向けて動けるような計画を示してほしい。

★ 保護者にとっては、いつ・どこに学校ができるのかもわからない中途半端な状況であるこ
とにも不安がある。小中一貫教育がどうかというよりも、長距離通学となることへの不安
もあるので、その課題にどう対応していくかという具体案も示してほしい。毎回、現状が
どうかという話ばかりで、準備会に来る意味があるのか疑問に感じるし、西生野小学校地
で進めるのであれば、早期に方向性を決めて進めなければ、具体的な内容がいつまでも出
てこないため、不安も大きくなる。

話の先が見えないことに対する不安は大きいものがあると認識しています。準備会
でいただいたご意見をもとに、素案を案にする形で明確な方向性を示し、説明の場
を設けます。また、協議会の場において、新たな学校の具体的な内容について早急
に詰めていく必要があり、それに向けてご意見をいただきたいと考えています。

行政

★ 現在の４小学校にそれぞれ良いところもあるので、それをどのように活かすのかという点も考えるべきではな
いか。各校の良いところをどのように継承していくのか示してほしい。

★ 準備会は行政から一方的に提案をする性質の会議ではなく、地域からの提案もあって良いのではないか。
各学校の良いところ・特色があるのであれば、各地域がこの場にその内容を持ち寄って、すり合わせながら
今後どのようないい学校をつくるか考えるという進め方はどうか。区ではわからないことも、地域に住んでいる、
学校に通っているからこそわかるということもある。


